
＜コミュニティ（経済）＞

次世代を支える地域経済循環手法の研究～中山間地域の
家計構造と地域経済構造の調査分析手法開発～（2010～2015年度）

◇現状と課題

◇ねらい

◇手法

◇研究成果

◇概要
本研究では、中山間地域に若い世代が里帰り・移住し安心して子育てできる持続的な地域経済の仕

組みづくりを目的として、解明されていない中山間地域の子育て世帯の支出構造や特に負担が大きい
と述べられることの多い子育て費用の把握を進めました。
この結果、収入は都市部より低いのに対し、支出額は大きく変わらないこと、特に車関係費が高く、

住居費が低いこと、その他費用は大きく変わらないことが明らかになりました。また、研究の過程に
おいて地域版家計調査（特定の小さなエリアの世帯の家計支出の調査分析手法）や田舎くらし設計
（将来の家計の状態予測ソフト）、地域経済循環調査手法の基本フレームの開発を進めました。

全国を100とした島根県の１人当りの所得は76.5となってい
ます（2009年度個人所得指標）。他方、支出はほとんど未把
握であり、「地域に暮らすにはどの程度の収入が必要か」につ
いても具体的な解を出せない状況にあります。
高度経済成長期のような経済活動展開や財政規模拡大が期待

しがたい中、子育て世帯が安心して中山間地域に暮らすために
は、家計支出の実態を踏まえた、より効果的な支援策や世帯支
出の域内還流による新たな収入源の創出など、支出面も含めた
より総合的な地域経済のマネジメントが必要となっています。

本研究では、特に、中山間地域に若い世代が里帰り・移住
し安心して子育てできる地域経済の仕組みづくりに主眼をお
き、中山間地域居住の子育て世帯の年間支出規模や高支出費
目の把握、およびそれらデータを踏まえた若い世代の定住支
援手法の開発や域内での所得創出力の高い地域経済構造の研
究に取り組みました。

次の事項を中心に研究開発を進めました。

① 特定の小さなエリアの世帯の家計支出の調査分析
手法の開発（自治体等による単独調査を想定）

② ①の調査ツールを用いた中山間地域の子育て世帯
の家計支出データの収集

③ ②のデータを用いた、中山間地域の家計の特徴と
高支出費目の抽出、子育てに係る費用の分析

④ 地域経済循環性の高い家計支援策の事例研究

①特定の小さなエリアの世帯の家計支出の調査分析手法『地域版家計調査』の開発
②中山間地域の子育て世帯の家計支出データの収集システムの構築と中山間地域の家計の特徴と高支
出費目の抽出、子育てに係る費用の分析の実施
③地域版家計調査データを用いた将来の家計状態シミュレーションソフト『田舎くらし設計』の開発
③地域版家計調査データを用いた地域経済循環調査手法のフレーム構築とケーススタディ実施

＜普 及＞ ふるさと島根定住財団UIターンフェア（2016～2018年）田舎くらし家計相談対応他
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◇連絡・問い合わせ先
島根県中山間地域研究センター 地域研究スタッフ
担当 主席研究員 有田 昭一郎
〒690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島1207番地
TEL：0854－76－3833 FAX：0854－76－3758
E-mail：arita-syouichirou@pref.shimane.lg.jp H P：http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

研究成果アルバム

教育関連費について比較分析例（島根県内公
立高等学校）

地域版家計調査ソフトの開発（Microsoft  

Excel上で使用）
地域版家計調査データの想定利用分野と
データを利用した支援ツール開発

島根県中山間地域子育て世帯の支出構造

～子育ちステージ別にみた収入、支出、貯蓄～

『田舎くらし設計』（将来の家計の状態のシミュ
レーションソフト）の開発

地域経済循環調査分析フレームの開発

定住推進

地域経済循環
強化

子育て支援・
教育

■移住世帯や子育て世帯の定住に対し、
必要な生活費・教育費等の情報提供

■個別世帯に対し将来の家計支出をシ
ミュレーションし提供。

■自治体等の移住世帯家計モデルづくり
支援

『田舎くらし設計』

＜地域版家計調査データの利用分野と利用方法＞ ＜開発した支援ツール＞

■自治体、地域運営組織等に対し、事業
体調査と併せ、調査対象エリアの食料、
燃料の調達額等を算出、提供

■自治体、地域運営組織等に対し、効果
の高い域内調達強化分野、域内調達
強化した場合の新たな所得創出効果を
シミュレーションして提供

『地域経済循環調査・分
析・シミュレーションプログ
ラム』

■子育て世帯の医療、福祉、教育等への
支出状況の把握

■自治体や地域運営組織での検討・事
業設計に必要なデータの提供

地域版家計調査データを
用い、特定世帯の将来20
年間の家計収支をシミュ
レーション

地域版家計調査データと
事業体調査データを用いた、
食料、燃料の域内調達状
況分析、域内調達を進め
た場合の新たな所得創出
額シミュレーション


